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ＦＤレポート：大学で蔓延するコピペ文化弊害への解決の糸ロ

吉村着

[Shakespeareos］ＴｕﾉeWjMghtseemstogather
materialsfromadozendifferentrelatedworksａｎｄ

ｔｏｃｏｍｂｉｎｅｔｈｅｍｉｎｔｏｏｎｅｏｆｔｈｅｒｉchesttreatments

ofapopularthemeofRenaissanceliterature・
HardinCraig

インターネットの普及で日本を含め世界は急激に情報化社会へと変貌してい

ます。必要な`情報が簡単にネット上で検索・入手できることは誰にとっても望

ましいことですが、小中学生を対象にした「自由に使える読書感想文見本」サ

イトや「卒論代行」サイトが出現し、またネット上で「レポート」で検索する

と「大学レポートオンライン取引所」にヒットし、学生たち（と思われる）が

過去に書いたレポートを販売ＰＲしているケースに遭遇します（例：「日本人

はなぜ英語ができないか」￥105,「かなり参考になりました｣、「結構納得でき

る内容だった」というユーザーたちからのコメントも載っています)。あるブ

ログにアクセスするとその愛読者とブロガー（開設者）との間で以下のような

学生のレポートに関するやりとりがあり、少なからず衝撃を受けました。

愛読者：（省略）私も大学の教員です。今学期のレポートで、引用部分

は明示しなさい、コピー・ペイストは駄目ですよとさんざん

言ったのに、新聞記事丸写しの物がありました。呼び出して詰

問したところ、大威張りで「コピー・ペイストはしていません。

自分で書き写しました」ですって。

ブロガー：どこの国でも同じことが起きているのですね。レポートだけで

なく、卒論や修士論文までも、コピペだらけで、本人が書いた

部分などほとんど無い、というのもあるんですよね。Ｒ大の某

学科の卒業生が、「卒論はパソコンで調べて２日もあれば余裕

でできますよ」なんて言ってました。「調べる」という言葉の
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意味が、もうぜんぜん違ってきています。

２日で卒論を書いた学生は、その後、大学院に進学していき

ました'。

私の所属する国際言語文化学科ではノートのとり方、情報検索・整理法、論

理構成法及びレポート作成法を学ぶために「基礎演習」という１年次前期提供

科目があります。2008年の前期に私は夜間主のクラスを担当しました。昼・夜

全５クラスの共通テキストは『大学生と大学院生のためのレポート・論文の書

き方』の第２版でした。期末レポートのテーマは自由とし、「盗用と引用」の

相違を何度も説明したにも関わらず、一部の学生のドラフトと決定稿に盗用が

見られました。テーマ決定を自由にしたことが剰窃の要因となったのでしょう

か。逆に、特定のテーマを課せば、盗用は避けえたのでしょうか。

では視点を変えて、このクラスで絶対に盗作できない課題を学生に課すこと

ができたのかということになりますが、これもむつかしいことです。Bruce

HLelandは、「エイズ」などのような一般的なテーマを課すと、学生はネッ

ト情報からのコピペに陥る可能性があるので、よりスペシフィックな課題を課

すことを勧めています。

Becarefultogivespecific，non-genericinstructionsforpapersAn

assignmenttoMwriteaboutＡＩＤＳ,Ⅲｆｏｒexample，ｍｉｇｈｔｔｅｍｐｔ

ｓｔｕｄｅｎｔｓｔｏｕｓｅｏｎｅｔｈｅｔhreeAIDSpapersatschoolsuckscom、A

morespecificassignmentwillmakeplagiarismmuchmore

difficult．（２）

より特定化されたテーマとしては、例えば、「沖縄県におけるエイズ対策｣、

｢県内紙に取り上げられたエイズ問題｣、「県内大学におけるエイズ」などが思

い浮かんできますが、これらのテーマでレポートを書くにしても文献やネット

からの情報は不可欠となるはずです。この件について、Leland教授に問い合

わせてみたところ、以下のようなメールによるインフォーマルな返答がすぐに

返ってきましたので、参考までに記載しておきます。

Yousaidyourstudentsdidnthaveenoughbackground

informationaboutＡＩＤＳＷｈａｔｌｗｏｕｌｄｄｏｉｓａｓｓｉｇｎｔｈｅwhole
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ｃｌａｓｓａｒｅａｄｉｎｇｏｎＡＩＤＳ（orseveralshortreadings)．ＨＡｖｉｎｇ

［sic］themdiscussthereadingsmighthelpthemgeneratesome

enthusiasmforthetopic，discoverwhatquestionsneedtobe

answered，andmaybelearnhowtodistinguishbｅｔｗｅｅｎｔｒｕｔｈａｎｄ

ｆａｎｔａｓｙｏｎｔｈｅＷｅｂ

ｌｔｍｉｇｈｔａｌｓｏｂｅｈｅｌｐｆｕｌｔｏｓｈｏｗｔｈｅｍｓometablesofAIDS

statistics，ｔｏｍａｋｅｓｕｒｅｔｈｅｙｋｎｏｗｈｏwtoreadandinterpret

statistics・

Ｔｈｅｎｌｅｔｔｈｅｍｐｉｃｋｔｈｅｐｌａｃｅｔｏｒｅｓｅａrch-preferablyaparticular

placeｌｉｋｅｔｈｅｉｒｈｏｍｅｔｏｗｎ，ｏｒｔｈｅｈｏｓｐｉｔａｌｔｈｅｙｗｅｒｅｂｏｒｎｉｎ，or

theirparents’ｈｏｍｅｔｏｗｎ，ｏｒａｆｏｒｅｉｇｎｔｏｗｎｗｈｅｒｅｔｈｅｙｈａｖｅａ

ｆｒiend

lnsteadofjustreading,theycouldwritetothemayor,thepublic

healthofficiaLadoctor，asocialworker，etc、Ｔｈｅｙ［sic］paper

couldbefinedwithdirectquotationsfromthepeoplethey

interviewed（whichtheycouldn'ｔｆａｋｅｂｙｃｏｐｙｉｎｇａｐａｐｅｒｏｎｔｈｅ

ｉｎｔｅｒnet，ａｎｄｗｈｉｃｈｗｏｕｌｄｈｅｌｐｔｈｅｍｌｅａｒｎｈｏｗｔｏｑｕote

effectivelyj

Thatisaquickoff-the-top-of-my-headresponse・Ｈｏｐｅｉｔｈｅｌｐｓ

Ｂｒｕｃｅ

学生の文献依存症問題の打開策の糸口として、私は結局あれこれと思案した

あげくに「レポートの８～９割は引用で構いませんが、１～２割は独自の見解

を書いてください。但し、無断引用（剰窃）をした場合には減点します」と指

示しました。その経緯について以下に報告してみたいと思います。

まず、本稿を執筆するに当たり、以下のようなBrainStormingMemoを

作成しました。思いつくままにアイディアをリストアップしただけのものです

が、最終的には、全項目の中から最重要な項目を取捨選択し、併せて必要な項

目を追加し、それらの項目を論理的な順序にしたがってSentence○utlineを

構成し、それを元に本稿を作成しました。また、期末レポートを課した受講生
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にもこの方法を勧めました。取り消し線は削除を、囲み線は追加情報を指しま

す。

1．琉大３年次のときのロマン派の詩のレポート２．火の７時限目の基

礎演習

学生Ｐの談F話 ６．ＴＯＥＦＬ：Paper与旱Bｏ

Ｊ9--

う苔田ＶｓＦ木干

ﾌ■Fﾗ月ﾆﾗ弓ﾁの弓分i製）

SampleTermPapers

11．学生のSampleSentenceOutlinesl2同

14．PlagiarisminCollegesinUSA15受講生からの質問１６．直木

賞作家の剰窃１７．レポートの中での自己主張１８．レポート作成上の注

意事項１９．私の結論２０．ネット上の卒論代行業者２]－K十法

23．期末レポートテーマー覧一覧２４．Works

26．後半シラバスcited

27．ＥExammationHell(pl9）28-Ｂｉ可essler沓?区;－，コl5UT-正TEIHIl
1百I:~『屋i蒙石扉､客]１ ３２『英語脳の作り方』

1960年代半ば、私が琉大の英語英文学科の３年次学生のころ、レポートの書

き方に関するクラスはありませんでしたが、クラスによっては他大学同様レポー

トを課していました。以下は私が「ロマン派の詩」という講義を受講した時の

エピソードです。テキストは研究社から出版されていたワーズワース、コール

リッジ、シェリー、キーツ、バイロンなどの詩集であったと記憶しています。

学期の中盤あたりだったでしょうか、担当教員が「講義で取り上げた詩のなか

から最も興味のある作品を選び、それについて英語でレポートを書き提出する

こと」と突然アナウンスしました。その時、私は心のなかで「えっ、英語でレ

ポート？困ったな、英語のレポートなんて書いたことないもんな。まつ、好

きな詩を選んで、読書感想文的なものを書いて出せばいいのかな」などと自分

で納得していたような気がします。英語で書くとなると、英作文のクラスが思
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い出されますが、そのクラスでは英字新聞社説を読み、それを適宜パラフレー

ズするという課題が課されていたと記憶しています。まだボールペンもないこ

ろの話ですので、ノートは鉛筆か万年筆を使用して取っていました。タイプラ

イターは勿論電動ではなく、マニュアル式で、タイプの打ち方は自己流で学ん

でいましたが、ミスタイプするとそのページ全体を打ち直しということになる

ので、結局、愛用のパーカー万年筆を使ってレポートを書き提出した覚えがあ

ります。しかし、どの詩人の何と言う作品についてのレポートを執筆したのか

はまったく記憶にありません。レポートを書く前にまずアウトラインを作り、

それに基づいてthesis（論旨）を含んだ序論、本論、結論と３部構成でまとめ

ていくことも、各パラグラフの初行がそのパラグラフのトピックを述べるトピッ

クセンテンスとなるということも分からなかったしましてや自分で決定した

テーマに関する参考文献を適宜引用するということもしなかったと思います。

その後レポートは返却されましたが、主として文法的なミスの指摘がされてい

たような気がします。

私の学生時代とは異なり、最近ではどこの大学でもレポート作成法に関する

科目が当然のこととして提供されています。沖縄キリスト教学院では「基礎演

習」に相当する「表現技法」のクラスを提供していますが、同大発行のテキス

ト『表現技法マニュアル』序章によれば、「表現技法」という科目を提供する

ことになった背景には次のような深刻な教育的状況があるということです。

大内力教授は、今の学生について、①少し難しい本は読みこなせない

②文章がまともに書けない③問題意識がおそるべく希薄である、すなわち

「読まない、書けない、考えない」ということを指摘している。

それは、今の学生の「読まない、書けない、考えない」という三無主義

を批判する前に、それを克服する手立てのひとつとして「表現技法」とい

う科目を位置づけることになったのである。

私は「基礎演習」を担当するに当たり、学期の前半は前述テキストを使用し

てレポートの書き方のノウハウを指導し、後半は以下のように追加シラバスに

従って授業を進めました。

１．期末レポートテーマ（タイトル）提出。タイトルは１年次学生が１学期か
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けて、まとめることができるものであれば各自自由に決定できる。レポート

作成をより効率的に行うために、メインタイトルとサブタイトルをつけるこ

と．

２．テーマ一覧作成・配布の上そのフィードバック

３．センテンスアウトライン＆引用文献提出

センテンスアウトラインの３分間プレゼンテーション、Ｑ＆Ａセッション

４．同一覧作成・配布の上そのフィードバック

５．ドラフト（草稿)提出及びその５分間プレゼンテーション、Ｑ＆Ａセッション

６ドラフト添削・返却

７．決定稿提出

さて、「テーマに関する参考文献に目を通すと、ドラフトがどうしても参考

文献依存型になってしまうのですが、どうすればよいのでしょうか」という受

講生の直面している問題の解決策を求めて暗中模索していると、以下の文章が

目に入りましたが、そこにはわが国の「受験地獄」のための丸暗記主義的な教

育では創造的思考力の育成ができないという弊害が述べられています。

ExaminationHell（PersonalOpinionParagraph）

Japanesehighschoolstudentsarefamousthroughouttheworldas

hardworkersTheygototheirregularschool，ｔｈｅｎ，toprepare

forcollegeentranceexaminations，theyspendhoursafterschool

studyingorattendingextraclassesatMcramschools.ⅡIthinkthat

thissystemhasabadeffectonstudentsforthreereasons・First，

thissystemisbasedonmemorizationanddoesnothelpthem

developtheabilitytothinkforthemselveslthelpsthemdevelop

theabilitytotakestests，ｂｕｔｉｔｄｏｅｓｎｏｔｈｅｌｐｔｈｅｍｔｏｌｅａｒｎｔｏ

ｔhinkcreatively・Second，ｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｔｉｍｅｓｐｅｎｔｏｎｓｔｕｄｙｉｎｇfor

testspreventsstudentsfromdevelopingsomeotherskills・Ｆｏｒ

example，studentsmaynotdevelopmotorskillsorsocialskills
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becausetheyspendalltheirtimestudyingratherthanplayingor

usingtheirhandsEntranceexaminationsａｒｅｎｏｔａｓｉｍｐｏｒｔａｎｔｉｎ

ｔｈｅＡｍｅｒｉｃａｎeducationalsystemFinally，theterrificpressureto

dowellonexamsisbadforstudentspsychologically、Forthese
O9

threereasons，exarninationhellmisnotgoodforJapanese

students．（Kitaol9）

しかし、同様な傾向は日本だけではなく、最近の英米の学校教育の現場でも見

られという指摘が少なからずあります。

①一九九八年以来、イギリスで全国統一学力テストが実施されているが、

その結果生徒や教師のストレスは増大したが、学力向上の明確な成果は

見られない。フェローズさんはテスト中心の学習が増えたため、子ども

たちの思考力、表現力が落ち、かえって「学力低下」を招いたと指摘す

る。（｢学力って何」（15)、沖縄タイムス、2008年７月16日朝刊３面）

②米国の高校生は、思考したり分析したり、問題解決をしたりしないよ

うに訓練されており、かわりに細かな、測定可能なことがうまくできる

ように教育されている。タスク思考の機械的な学習法ばかりになじんで

しまっている。（サックス132）

以下の会話文は、学生がレポート作成の過程で悩んだり、混乱したり、壁に

突き当たったりした場合、担当教員に会い、指導助言を受けた結果、明るい展

望が開けるという内容で、レポート作成に当たっては指導教員との密なコンタ

クトが必要であることを強調しています。

Ｊｏｈｎ：Ireallyappreciateyoutakingalooｋａｔｍｙｐａｐｅｒ，

ProfessorSorensen：Ｉｆｅｅｌｉｔｎｅｅｄｓｒｅｖｉｓｉｏｎｂｕｔｌｄｏｎｉｔ

ｋnowwheretostart

Professor：Iunderstandthefeeling，Ｊｏｈｎ、Allwritersneedfeedback

ontheirwｏｒｋ－ＩｋｎｏｗｌｄｏＮｏｗ，ｗｈａｔｄｏｙｏｕｔｈｉｎｋｉｓ

ｙｏｕｒｂｉｇｇｅｓｔｃｈａllengehere？
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Ｊｏｈｎ：Maybemyorganization・Ｉｉｍｎｏｔｓｕｒｅｉｆｅａｃｈｐｏｉｎｔ

ｆｏｌｌｏｗｓｆｒomthenext，andwhethertheyIreintheright

order、

Professor：Ａｌｌright、First，letosfocusonthethesis・Yourthesis

seemsalittlevague・Ｃａｎｙｏｕｓｔａｔｅｍｏｒｅｃｌｅａｒｌｙｗｈａｔ

ｙｏｕｒｃｅｎｔｒａｌｐｏｉｎｔｉｓ？

Ｊｏｈｎ：sure、Ｉｔｈｉｎｋｌｃａｎｍａｋｅｔｈａｔｍｏｒｅｓｐｅｃific、

Professor：Next，I1dcarefullycheckyoursupportingpointstoseeif

theydirectlyandstronglysupportthethesis，Ｗｈｅｎｙｏｕ

ｓｔａｒｔｇｏｉｎｇｏｆｆｔｏｐｉｃｉｔｉｓｏftenbecauseyoursecondary

pointsarenotclearlyrelatedtoyourthesｉｓ

Ｊｏｈｎ：Ｉsee・Ｂｕｔｉｔ'skindofconfusing・There1ssomuchtext・

Professor：Well，that'swhereoutlinescomeinhandy・Ｍｙｍａｉｎ

ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｉｓｔｈａｔｙｏｕｍakeanoutlineofyour

entirepaper，Writedownyourthesis，ｔｈｅｎyour

supportingpointsunderneath，Ｔｈａｔｗａｙｙｏｕｓｈｏｕｌｄｂｅ

ａｂｌｅｔｏｓｅｅｈｏｗtightandhowlogicalyourorganizaｔｉｏｎ

ｌＳ、

Ｊｏｈｎ：Thatsoundslikeagoodidea．Ｉｃａｎａｌｒｅａｄｙｓｅｅｈｏｗｌ

ｃｏｕｌｄｃｕｔｓｏｍｅｐａｒａgraphsandmovesomeothers

around

Professor：Great、Ｎｏｗ，afteryoureviseyourpaper，ｙｏｕｒｅｗｅｌｃｏｍｅ

ｔｏｓｔｏｐｂａｃｋｄｕｒｉｎｇｍｙｏｆｆｉｃｅｈｏｕｒｓａｎｄｍｂｅｈａｐｐｙｔｏ

ｃｈｅｃｋｔhatdraft，too．（ＨｉｌｋｅｅｔａＬ５２）

次に、上記の状況とは逆の現実に起きた学生やプロフェッショナルたちの剰

窃行為を検証してみたいと思います。まず、最初は、私が2008年前期に担当し

た「基礎演習」からの実例ですが、「勇一義を見てせざるは勇なきなり」で始

まる文章では、受講生が引用文献としてあげてある新渡戸稲造『いま、拠って

立つべき“日本の精神”武士道」の40～43ページから飛び飛びに盗用を行って
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います。また、結論は『国家の品格』の116ページからのコピペとなっていま

す。

勇一義を見てせざるは勇なきなり

勇気は、義のために行われるものでなければ、徳のなかに数えられる価

値はないとされた。孔子は『論語』において、「勇」の定義を「義を見て

せざるは勇なきなり」と説いた。この意味は、勇とは正しきことを為すこ

とである。だが、危険を冒し、一命を投げ出し、死の淵に挑むといったこ

とは、しばしば同一視されるがこのような行為は賞賛には値しない。死に

値しないもののために死ぬことは「犬死」とされた。「生きるべきときは

生き、死ぬべきときのみ死ぬことこそ、真の勇気である」と考えられてい

た。勇気の精神的側面は落ち着いた心の状態となって表れる。大胆な行動

が動態的表現であるのに対し、平静さは静止の状態でのゆうきである。こ

こで「論語」について少し説明しておきたい。論語は二千年の間にわたり、

日本人の精神と道徳の根幹であり続けてきた。日本人は論語という一冊の

書物を通して、人とのつきあい方、正しき生き方を知らず知らずのうちに

学んできたのである。人と人との間で苦しむとき、役立つのが論語である。

こうして日本人の精神の基盤を築いてきたのである。

結論として、日本人の道徳基準である、武士道を忘れてはいけない。人

間にとって座標軸とは、行動基準、判断基準となる精神の形、すなわち道

徳です。武士道は鎌倉時代以降、多くの日本人の行動基準、道徳基準とし

て機能して機能してきた。

次にあげるケースは、1982年に米国のプリンストン大のスペイン語のクラス

で起きたGabrielleNapolitanoという４年次学生の起こした剰窃事件で、彼女

は名誉毅損などを理由に２度の訴訟を起こしていますが、同国では学生による

剰窃を巡る同種の訴訟が今尚後を絶たないようです。

InJanuaryl982，GabrielleNapolitano，theninhersenioryearat

PrincetonUniversity,plagiarizedthemajorityofherl2-pageterm

paperinaSpanishclassfromabookinthelibrary・Ｗｈｉｌｅｓｈｅｄｉｄ
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citethebookinfivefootnotes，shedidnotincludecitationsinthe

textforsomeparaphrasedmaterialandshedidnotincludethe

indiciaofquotationsforMnumerousverbatimquotations・The
OO

professorwasfamiliarwiththebookandimmediatelyrecognized

theplagiarism・ThePrincetonUniversityCommitteeonDiscipline

inFebruaryl982unanimouslyfoundNapolitanohadplagiarized

andrecommendedpunishmentofdelayingherbachelorisdegreefor

oneyear、Napolitanosuedandthejudgerecommendedthat

Princetongiveherarehearing、TheCommitteeonDisciplinegave

heｒａｒｅｈｅａｒｉｎｇｉｎＭａｙｌ982andagainunanimouslyfoundher

guiltyofplagiarismand-withoneabstentionamongtheeight

votes‐againrecommendedthatherdegreebewithheldforone

year・ThetrialcourtheldthattheevidencesupportedPrincetonIs

findingthatNapolitanohadplagiarized，andtheappellatecourt

affirmed、MZpoZjtq7zou・Prj"ceto〃U7zju，４５３Ａ､２．２７９

(ＮＪ・SuperChDiv、1982)，ｑ/S/己４５３Ａ2．２６３（Ｎ､J､Super、1982)2．

上記の情報には地方裁判所と控訴裁判所で２度にわたりプリンストン大を訴

えたNapolitanoの原告としての理由が明記されていないので、別のネット情

報を検索してみました。信じがたいことですが、当該学生はレポート作成の上

で適切な指導を受けていなかったという理由で大学を「名誉毅損と特定不可能

な損害」で訴えており、剰窃行為を「技術的なミス」と呼んでいるのです。

［．.］TorevisittheGabrielleNapolitanocase,afterthecommittee

atPrincetonimposedpenaltiesonher，shedecidedtobringa

lawsuitagainsttheUniversity、ShechargedtheUniversitywith

mlibelandunspecifieddamages，contendingthatshewasdenieddue

process1’（KleimanBl)．Napolitanorefusedtoacceptresponsibility

forheractions，callingherplagiarisma'itechnicalerror”（Kleiman

Bl)．Ｔｈｅｊｕｄｇｅｉｎｔｈｅｃａｓｅｄｅｃｉｄｅｄｔｏｕｐｈｏlｄｔｈｅｒｕｌｉｎｇｏｆｔｈｅ
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academiccommittee．（Lunall）

次に、社会人による剰窃事件の事例として、2002年に起きた琉大医学部助手

による英語論文盗作事件を取り上げたいと思います。

琉大医学部の解剖学教授（61）と助手（38）の共著論文の盗作疑惑で、

岩政輝男医学部長は四日、米国学会誌に掲載された論文の盗作であるとす

る調査結果を発表した。助手が盗作し、教授の名を勝手に使ったという。

岩政学部長は、教授の管理責任も重いとし、両者の厳正な処分を大学評議

会に求める方針だ。

盗作論文はパーキンソン病の遺伝子治療に関する内容で、英文で二○○

○年九月に国内（英文）学会誌（ＢＭ〃α"dDeue/Opmelzt）に掲載され

た。一九九七年に米国学会誌に掲載された米研究者の論文と内容がほぼ一

緒で、序論、結論、全七章のうち－章を除けば、文章全体を複写、同義語

を使って書き換えるなどしている。

医学部教授陣による調査委員会の事情聴取で、助手は「英語が苦手な上、

締め切りが迫っていた」と動機を語った。今年六月十一日、米国学会誌か

ら盗作を指摘され、同月二十五日付で謝罪文を返信した。（省略）

医学部は再発防止策として①指導体制強化②研究室を横断した論文作成、

発表の相談窓口設置③倫理面の教育強化一を実施する鮒。

同年11月に琉大医学部の助手による論文盗作問題で、大学評議会が停職

１ヶ月の懲戒処分を決定したが、同助手は既に自主退職しており、翌年２

月には、同評議会が共著者として同論文に連名した解剖学教授に対し、戒

告処分とする方針を固めた。（省略）

医学部は盗作が発覚した当初、教授の管理責任は重いとして、厳しく対

処するとしていたが、懲戒処分の中では最も軽い戒告となった４．

また、盗作は大学関係者のみにとどまらず、プロの作家にも見受けられます。

ツト上の産経ニュースで「直木賞作家無断使用、謝罪、連載打ち切り事件」ネット上の産経ニュースで｜直木賞作家無断使用、謝罪、連載打ち切り事件」

という見出しで始まるこの事件を知り、『小説すばる』の2008年４月号に目を
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通すと、「経緯説明と謝罪文」は目次にはその掲載ページは提示されておらず、

同誌巻末のページのないＰＲ欄に含まれていました。作家の剰窃事実が露見し

た場合はこのような掲載が旧習として残っているのでしょうが、都合の悪いこ

とはなるべく目立たないように表示するといういささか誠意を欠いたものとなっ

ているという印象を受けました。

読者の皆様へ

連載中の経緯とお詫び

『小説すばる』2007年12月号（11月17日発売）掲載の熊谷達也氏箸『聖戦

士の谷』に関しまして、フォトジャーナリスト・長倉洋海氏から「自分の

著書に依拠し、その表現を無断で使用している箇所が複数あり見過ごすこ

とができない」との強い抗議がありました。編集部でただちに検討・精査

し、著者の熊谷氏を交えて協議した結果、『聖戦士の谷』は、『マスードの

戦い』［1992］『マスード愛しの大地アフガン』［2001]など長倉氏の複数

の著作に依拠しており、その程度が参考文献の域を超え、－部については

著作権を侵害している可能性が極めて高いという認識に至りました。

熊谷氏は、表現者として、他人の著作物の素材を利用するに際して注意

深く配慮すべきところ、設定・描写などに至って利用してしまったことを

深く反省し、二度とこのようなことをおこさないと誓っております。

編集部としても、事前の確認作業が至らなかったことを深く反省し、こ

のようなことがふたたびおこらないように十分に注意していく決意です。

長倉洋海氏には、心よりお詫び申し上げます。また、こうした事情に鑑

み、『聖戦士の谷』は、シリーズを中断すると決定いたしました。読者の

皆様および関係者各位に多大なご迷惑をおかけしたことをお詫びいたしま

す。

『小説すばる』編集部

熊谷達也

著作の世界で盗作に直面して筋を通せたことに対する満足感に加えて、剰窃作

家によって強いられた多大な労力とその疲労感と、なかなか収まりのつかない

怒りが以下の長倉本人のホームページに記載されております。
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（省略）昨年末から続いていた小説家・熊谷達也氏の「小説すばる」誌上

での無断引用問題が、やっと解決に至りました。登場人物の設定、物語の

導入部と筋立てなど、私の著書「マスードの戦い」（河出文庫）に全面的

に依拠しているため、私が連載中止と謝罪を求めていたものです。「著作

権侵害を認めなければ訴訟も辞さず」という強い態度で臨み、やっと和解

に至りました。問題の小説「聖戦士の谷」は連載予定で、二回目以降には

マスードが登場するはずでした。マスードに会ったこともない氏が、私の

素材を勝手に使って、マスードについて勝手に書き進めることには耐えら

れません。私の強い抗議に、集英社と熊谷氏が著作権侵害をほぼ認める形

で連載中止と誌面とホームページでの謝罪に応じたことで、それ以上は争

わないことにしました。降って湧いたような事件に本当に心身ともに消耗

させられました。人の労作をあんなにも簡単に使って小説を書いてしまう

表現者とはなんなのかと、今でも怒りが湧いてきます5．

このような盗作事件はなぜ起きるのでしょうか。以下に述べることはあくま

で推測の域をでないことを前提にしています。前述の「基礎演習」の受講生は

ドラフト返却の時点で、私から「引用過多」を指摘されながら、レポート作成

の経験がないため、愛読書（？）からの悪気のない（？）盗用をし、それに対

して「盗用が発覚されても成績がＦ（不可）になることはないだろう」という

打算が働いていたのでしょうか。同様な心理がプリンストン大学生

Napolitanoにも働いていたのでしょうか。剰窃が露見した後、彼女は２度に

わたり法廷で自分の大学と訴訟バトルを演じていますが、敗訴後の同大への謝

罪は恐らく無かったものと思われます。医学部助手のみが盗用の動機を「英語

が苦手、提出締め切りが迫っていた」と明確にしていますが、このような切羽

詰った状況下では良心の声を押し殺すしかないとの判断が働いたのでしょうか。

直木賞作家の場合、writer'sblockの線もありえますが、当該作品の原稿締切

日が迫っており、他にも連載中の作品を多く抱えているという逼迫した状況下

にあったとものと推測します。『聖戦士の谷』と題する連載小説のために自分

で調査するには多くの時間、努力、経費を要する、そこで他人の著書が自分の

作品の素材として有益である、という自己中心的な欲望が作家としての倫理観
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を上回り、無断使用を行い、万が一、著作権侵害が露見したなら謝罪すればす

むこと、という安易な倫理観にその要因を求めるこことができるかもしれませ

ん。

結びとして、当然ながら異論や反論もあるでしょうが、１年次前期の段階で

はクリエイティブでオリジナルなレポート作成を期待するのには無理があると

考えます。蔓延するコピペ文化の弊害に対する斬新な打開策は提示できません

が、この問題の解決のための糸口として、学生に引用と盗用の区別を十分に理

解させたうえで、正確な引用の手法を習得させるという意味で、引用主体のレ

ポートとなっても構わないという柔軟な態度で「基礎演習」を担当することが

現実的だと考えます。因みに、本稿もかなりの部分が引用で構成されていると

いうことは言うまでもありません。

証
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Appendix：

①「基礎演習」期末レポートタイトルー覧：

１．WhylsSpanishTakenasaFirst，SecondorThirdForeign

LanguageintheUniversityoftheRyukyus

２．大人と子どもの境界線：保護「する側｣、「される側」
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米軍基地がなくなることによって考えられる沖縄の未来～環境ｑ治安・

経済に焦点をあてて～

昔の沖縄の人と豚と生きてきた生活や習慣

現代の日本における女性差別の原因と解決策

自給するハバナ～キューバの選択～

沖縄ブラジル移民の歴史と伝承文化を探る～移民100年の歴史と現代ブ

ラジルのウチナーンチュ－～

人間にとっての戦争目的：アメリカインディアンの教え

日本のワーキングプアの主な原因と問題点

音楽が人に与える影響～音楽の社会心理学～
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②基礎演習期末レポート作成上の注意事項（July29,2008）

以下の点に留意して各自レポートドラフトを校正して、８月５日（火）までに

添付ファイルで提出すること。遅提出は他の課題同様減点の対象となります。

ある受講生からの質問「私が選んだテーマでドラフトを書くと、文章のほと

んどが参考文献からの引用になってしまいますが、どうしたらいいのでしょう

か」

回答：

例えば「私の趣味」や「私の長所と欠点」をテーマにエッセイを書く場合には、

参考文献はほとんど不要なはずです。しかし、「ワーキングプア」や「英語の

発音」というより大きなテーマを選ぶとなると、自分の知識だけでは不十分で、

どうしても文献から情報を得る必要が生じます。吉田健正は「引用は、できれ

ば自分の文章の１０分の１以下にとどめた方がよいでしょう」（131）と書いてい

ますが、皆さんのドラフトを添削していると、この要求には無理があると考え

ます。恐らく高校までは「考えるな、覚えろ」（小笠原７６）と受験指導され

てきた１年次学生にとって、これは無理難題と言えます。

このクラスの期末レポートは全体の８～９割がテーマに直結する文献からの

引用主体で構いませんが、必ず１～２割程度の独自の意見・見解・主張・視点
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を導入してください（文献からの情報の中で自己埋没しないで、自分の立場を

明確にすること。誰でもそのほうが充実感が湧きます)。その際、自己主張し

ている文章には必ず下線を付けること。

直接引用、間接引用についてはテキストの131ページと授業メモ、さらに２９

～30ページの「資料の集め方｣、またタイプして５行以上は76ページを参照に

して、set-offquotationにします。その際、参考文献のみを最後のページに

記載し、本文中でまったく引用がない場合には盗作・無断借用（46）と見なし

ますので、注意してください。ドラフトの「参考文献」を決定稿では「引用文

献」と表記してください。その結果、「引用文献」のなかには引用しなかった

文献は含めないこと。

また、当然ながら引用文献の序文、解説、あとがきなどの一部を、テーマに

関する自分の立場を明確にするための序論や結論の部分に書き写してもいけま

せん。あえてそれを実行すると、あなたはplagiaristになります。

練習問題：

引用と盗用の区別を正確に理解するために、次の直接引用と間接引用の文章を

用いて２種類の盗用の例文を作りなさい（吉田132)。

ａ・佐々木毅によれば、米国は建国当初から「自由と平等、人民主権の基本原

理として作られた史上最初のイデオロギー国家」であった（10)。

ｂ・米国は、建国当初から、ヨーロッパの伝統的な保守主義とは無縁であり、

むしろヨーロッパ的な保守主義を全く否定する自由、平等、民主政治といっ

たリベラリズムを選択した、と佐々木毅は論じている（10)。

１．シラバスに従って、「ファイル」→「ページ設定」で、１行35字、１頁３０

行にページ設定すること。

２．レポートの最初のページに、学籍番号、氏名、提出年月日を記入すること。

３．「挿入」→「ページ番号」で「ページ下、中央」にページ番号を入れるこ

と。

４．Sentence○utlineFormatにきちんと準ずること。特に、Paragraphnu

mbersを記入すること。例：Body:xParagraphsx2-10x＝Spaceｏｎｃｅ

５．Sentence○utlineのThesisSentenceのなかにBodyで取り上げる、各バラ
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グラフのトピックを挿入すること。また、レポート本文中のパラグラフ数

とSentence○utlineのパラグラス数を下位区分構成にするなどして一致

させること。例：BodyのＢを１，２，３などと下位区分する。

６．Sentence○utlineは引用文献の次のページに、つまりレポートの最終ペー

ジにつけること。

７．引用文献はドラフトとSentenceOutlineの両方に記載すること。

８．ドラフトではSentence○utlineで使用したI，Ⅱなどのローマ数字、Ａ、Ｂ

などのアルファベットは不要です。テキスト参照：「米国のホームレス

問題の原因」（58-59)、「琉球の海外交流史一一Lequeoをめぐって」

（111）

９．各パラグラフの初行（トピックセンテンス）は全角で１スペースインデン

トすること。また、英語のパラグラフのように数スペースインデントしな

いこと。

１０．「です・ます調」と「である調」の混用を避け、どちらかに統一すること。

11．日本語は「主語なし言語」とよく言われますが、レポートでは主語、目的

語などをちゃんと入れ、表現はフレーズ（体言止め）ではなく動詞で完結

する文とすること。

例：米軍基地建設に伴う環境破壊→米軍基地建設に伴う環境破壊を検

証する。

12．俗語・口語表現を使用しないこと（94)。また「すばらしい｣、「感動的で

ある｣、「美しい」などの主観的・心,清的な表現を避け、「自分が調べた事

実の記述」にそのような感情を伝えさせること。

13．引用の際はたとえ原文の文末が「～人もいる｡」となって「｡」がつけられ

ていても、レポートでは「～人もいる」（比嘉162)。と記述すること。「｡」

は１文に－つで十分です。

例：北京五輪第14日ソフトボールの日本は４連覇を狙った米国を３－１で

破り、初の金メダルに輝いた。エース上野は六回一死満塁のピンチでは

「ホームランを打たれない配球」で細心の注意を払い、悲願の金メダルを

たぐり寄せた。斎藤監督は「エースと心中するつもりだった。不安はなかつ
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た」と涙顔だった。（中略）当時、選手の立場だった斎藤監督は「本当に

頼もしいエースに成長した｣。最高の笑顔で健闘を称えた。（沖縄タイムス

2008年８月22日朝刊１７面）

③基礎演習Sentence○utline

Sentenceoutlinelは基礎演習テキスト掲載の「米国のホームレス問題の原

因」（pp58-59）をもとに作成しました。

SentenceOutlinel

LTitle：米国のホームレス問題の原因

ⅡIntroduction：Paragraphl

A、Centralldea：ホームレスを生む原因としては主に次の４つの理由が

考えられる。

BThesisSentence：米国における借家人や居住者の権利と貸家人や債

権者の権利が対等であること、失業が発生しやすい労働構造があるこ

と、離婚認定の結果生ずる無職の元配偶者の自己破産、それに住宅価

格の上昇と社会福祉予算の削減などが考えられる。ホームレスの増加

は、不幸な人々が増えるという問題だけでなく、別の予算を増やさざ

るを得ないという新たな社会問題をも発生させる。

Ⅲ、Ｂｏｄｙ：Paragraphs2-5

A・米国でホームレスが多いのは、第一に、借家人や居住者の権利と貸家

人や債権者の権利が対等だからだ。

Ｂ第二に、失業が発生しやすい労働構造がホームレス発生の要因となっ

ている。

Ｃ第三に、離婚認定制度がもたらす自己破産が特に専業主婦をホームレ

スにしている現実がある。

Ｄ・最後に、８０年代の米国のように、住宅価格が上昇し、社会福祉予算が

削減されると、ホームレスは増加する。
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Ⅳ．Conclusion：Paragraph6

結論として、米国でホームレスを生む原因としては、借家人や居住者の

権利と貸家人や債権者の権利が対等関係にあること、失業を生みやすい労

働構造の存在、離婚認定の結果生ずる無職の元配偶者の自己破産、それに

住宅価格の上昇と社会福祉予算の削減などが考えられる。

註：このSentenceOutlineのフォーマットはＥｄｇａｒＶ、RobertsのＷ７･itmg

ThemesA6outLjteramre・ＢｒｉｅｆＳｉｘｔｈｅｄ（EnglewoodCliffs：

Prentice，１９８８)に依拠している。アウトラインに関しては保坂弘司

『レポート・小論文・卒論の書き方』（東京：講談社，1978.）も優れて有

益です。

基礎演習SentenceOutline2

学籍番号： 氏名： 提出日：年月日

LTitle：英語の発音を苦手とする原因と、上達するために必要なこと

ⅡIntroduction：Paragraphl

A・Centralldea：英語発音を苦手とする理由と上達するために必要なこ

とを述べたい。

BThesisSentence：原因としては、日本語には無い母音と子音などの

音声があること、日本の学生の多くがカタカナ英語を使って発音をす

ること、英語を話す機会が少ないことが挙げられ、改善策としては英

語の音を聞き取る訓練をすること、カタカナ英語と英語の音声を使い

分けること、自ら進んで英語を話す機会を増やすことが挙げられる。

Ⅲ、Ｂｏｄｙ：Paragraphs2-7

A日本語には無い音声が英語にはあるため、日本の学生にとって発音す

るのが難しい。

Ｂ・母語の影響を受け日本の学生の多くがカタカナ英語で発音をすること

があり、英語の発音をすすんですることが少ない。

Ｃ・英語を話す機会がそれほど多くはない。
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Ｄ・改善策としてまず、英語の発音の音を聞き取る訓練をする。

Ｅ・カタカナ英語から英語の音声を使うようにする。

Ｆ・自ら進んで英語を話す機会を増やして、英語を話しなれる。

Ⅳ、Conclusion：Paragraph8

これまで見てきたように、英語の発音を苦手とする理由にはさまざまなこと

が挙げられるが、日本語と英語の発音の違い、カタカナ英語の発音が英語発音

への上達の妨げになること、英語を使う場が少ないことがおおきな原因として

考えられる。また、上達するために必要なことは、英語の発音の音を聞き取る

訓練をすること、カタカナ英語から英語の発音を意識して使うようにすること、

英語を使う場を増やしていくことが大切である。意識の変換により、英語発音

の上達につなげることが出来るだろう。

引用文献

スワレス・アーマンド・田中ゆき子「日本人学習者の英語発音に対する学習

態度について」『新潟青陵大学紀要』Ｌ１(2001)：99-111．

山本久仁子「英語発音をめぐる教育環境～入門期の発音指導の現状～」『国

際フォーラム』（発行団体名？）１０（1999)：171-87.

④期末レポート実例

学籍番号： 氏名： 提出日：年月日

英語の発音を苦手とする原因と上達するために必要なこと

[1]日本の学生の中には、英語の発音を苦手とする学生が少なからずいます。

日本は英語圏の地域との文化や歴史の違いが見られるように音声学的にも大幅

に異なるのでどうしても出でくる問題です。では、どのような理由で日本の学

生は英語の発音に対し苦手意識を持つようになるのでしょうか。また、上達す

る方法としてはどのようなことがあるのでしょうか。
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[2]まず初めに、英語の音声には日本語には無い音声があるということが、日

本の学生が英語の発音を苦手とする原因として上げられます。例えば“th”

で表される単語の音声は日本語には無い音声です。そのため、繰り返して練習

する必要があるうえに、なかなかマスターすることができない人も多くいます。

なかにはきれいな発音が出来ないがそのままにしておくという人も出てきます。

そして、いつまでも自分の発音に自信が持てず苦手意識を持ち続け、また英語

発音に対する嫌悪感を抱くという悪循環を招くのです。

[3]次に日本の学生の多くがカタカナ英語を使い、英語の音声で進んで発音す

るということがあまり無いということがあげられます。日本人学生が英語の授

業のときに、ＣＶ言語である母語に倣って日本語英語（カタカナ英語）を使っ

て英語を話しているのを聞くことはよくあることです。生徒たちは教師に発音

の仕方を注意されると何人かの生徒はうまく英語の発音をすることができます。

しかし、教師がいなくなると生徒たちはすぐにカタカナ英語を使うようになり、

生徒の教科書を見てみると英語に発音の音をカタカナで表記していることがあ

るとスワレスと田中は述べています（ページ)。実際に私たち学生は知らない

単語に出会ったとき発音の仕方を覚えるため、または発音を分かりやすくする

ためにカタカナで書き換えることはよくすることです。発音出来るようにする

ためにしていたカタカナでの表記が、カタカナ英語を招き、英語の発音から遠

ざけていたのです。カタカナ英語になってしまうとネイティブにとっては聞き

取りにくかったりして、理解してもらうのに苦労することがあり、その苦労に

より更に発音に対して苦手意識を持ってしまうこともあるのです。

[4]最後に、発音を苦手とする原因として挙げられるのは英語を話す機会が少

ないということです。日本は地理的に島国のため、大陸でつながっている国と

は違い他国の人々と接触する機会がそれほどありません。そのため、日本語だ

けを使って生活することができるし、英語を話す必要もそれほどありません。

そうなってくると、英語は学校の英語の授業のときだけしか使わないというこ

とが起こってきます。授業の時にはカタカナ英語になっているし、外国人と英

語で話すという経験もなかなかできないため、多くの人がカタカナ英語を使い

慣れた話し手になっています。また、日本人特有の周囲と文化的に同一でない
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と不安という集団主義的心理作用も働いているでしょう。例えば、日本人同士

で英会話をしているときにひとりだけ本格的な英語発音をしていると周囲から

変な目で見られたりからかわれたりするなどの経験をしていたりすると、次第

にカタカナ英語を使うようになるといったこともあります。

[5]英語の発音を苦手とする原因を見てきましたが、その改善策・上達するた

めに必要なこととして第一に、英語の音声をしっかり聞き取り、違いを聞き分

ける訓練をすることです。例えば、ＬとＲの発音の違いを聞き分けられるよう

にし、さらに発音する際にもきちんと使い分けるように意識することが必要に

なります。山本（久仁子）の資料によると、初めて聞く英語の音をしっかり聞

くことは文部省が示す「言語活動観点別評価基準齢例」にも示されているよう

に、音を聞き分けることは発音を上達するためには必要不可欠なことなのです

(177)。これは英語の発音上達にだけいえることではなく、ほかの言語学習に

おいても重要なことです。英語の音を正しく聞き取ることは、同時にリスニン

グの力もつけることができます。例えば、洋楽のＣＤやラジオ、教科書のＣＤを

聞くことなどが英語の音声を聞き分ける訓練のひとつとして上げられます。実

際に私は、洋楽を聞くことにより自分が聞き取っていた単語が歌詞カードを見

てみると違っていたりすることがあり、それにより発音の違いを再確認するこ

とが出来るし、自分のリスニングカを身につけるようにしています。

[6]次に必要なこととして、カタカナ英語ではなく英語の音声を使うようにす

ることが上げられます。スワレスと田中のアンケート調査によると、４３人の生

徒が自分の発音は日本語英語になっていると感じています。また、そう感じて

いる生徒の44％が中学と高校での発音の教育が十分でなかったと非難していま

す（103)。発音上達のためにはカタカナ英語から脱皮しきちんとした英語の音

声を使えるようにしなければなりません。山本によると「出来るだけ音声を重

視するようにした」という教科書が入門期にあたる中学一年生の教科書に使わ

れていることが分かります（176)。それにもかかわらず、多くの生徒は十分な

発音教育を受けられなかったと感じているのです。その理由として、38.5％の

生徒がほとんど発音の勉強をしないと答えており、13.3％の生徒は月に２，３

回勉強をしている、１５７％が毎週勉強している、27.7％は週に２～３回勉強し
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ているということがスワレスと田中の調査から分かります(102)。これを見て

分かるように、生徒たちは正しい英語の発音を習得する必要,性があると感じて

いる割には自分から努力して正しい発音を習得しようとする意欲が見受けられ

ません。カタカナ英語からきれいな英語の発音を出来るようになるためにはこ

のままの状態では無理でしょう。ネイティブスピーカーと発音練習をしたり、

ＣＤを聞いたりして発音をマスターしていくことが必要になります。ネイティ

ブスピーカーとの発音練習はとても効果的といえると思います。自分の発音が

間違っているとすぐその場で訂正してもらえるので、効率がよく上達も早くな

ると思います。ＣＤを聞くと言う方法は先にも述べたとおり、発音の上達には

とても良い方法です。ＣＤの発音を真似るということをするだけでも発音のし

かたはだいぶ違ってきます。学校の授業だけでは補えない発音の訓練はこのよ

うな方法で自分でも違いを聞き分け、発音の方法を身につけることは出来るの

です。

[7]最後に自分から英語を話す機会を作ることにより、英語を使い慣れ自信を

持つことが必要です。スワレス、田中によると日本人学生の中には自分が英語

の発音をすることに抵抗感を感じているひともいます(103)。恥ずかしいと思

い、また自分が英語を発音することに対し違和感を感じるということが理由な

のです。それを取り除くためには、英語を話す場を増やして回数をこなしてい

くことにより、正しい英語の発音に対する蓋恥心や抵抗感、嫌悪感をなくして

いくことが必要です。回数を増やしていくことにより間違いを訂正していくこ

とが出来るし、正しい発音に訂正してもらえるので自信を持つことが出来ます。

英語を話すという経験が無いなら、その経験を自分で作ればいいのです。なか

にはそこまでは出来ないという人もいると思います。しかし、そうでもしない

と英語の発音を習得できないということもあります。先にも述べたようにＣＤ

の発音を繰り返すということも良い方法です。人前に出て発音をするのはいや

だと思う人にはいい方法でしょう。しかし、人前で話すということに勝る方法

は無いでしょう。私も、人前で英語の発音をするときは少し緊張しますが、な

るべく大きな声で、落ち着いて発音するように心がけています。そうすること

により、自分の発音にも自身を持つことが出来るし、間違えていても訂正して
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もらうことでより良い発音を身につけられる機会になるからです。

[8]これまで述べてきたように、英語の発音を苦手とする主な理由には日本語

には無い音声があること、カタカナ英語での発音、英語を話す機会が少ないと

いうことが上げられます。そのために必要なことは、英語の音を聞き分ける訓

練をすること、カタカナ英語ではなく英語の音声を使うようにすること、英語

を話す機会を作ることの必要性を述べてきました。このほかにもさまざまな改

善策があるでしょう。例えば、実際に英語圏に行って英語の発音をマスターす

るなどの方法も挙げられます。しかし、私たちが日々の生活を過ごしていく中

ですぐに出来ることを例に挙げてきました。自分に今本当に必要なことは何か

ということを考え、自分の力量に見合った方法で実践していくことが大切になっ

てきます。そうすることにより、無理なく勉強することができるので、英語の

発音に抵抗感や嫌悪感を持つことなく楽しく学ぶことが出来るでしょう。

引用文献

スワレス・アーマンド・田中ゆき子「日本人学習者の英語発音に対する学習

態度について｣、『新潟青陵大学紀要』Ｌ１（2001)：99-111．

山本久仁子「英語発音をめぐる教育環境～入門期の発音指導の現状～｣、

『国際フォーラム」（発行団体名？）1０（1999)：171-87.
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